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1 . 風 水 害 を 防 止 又 は 軽 減 す る た め の 課 題  

 近 年 、 気 候 変 動 に 伴 う 降 雨 量 の 増 加 や 海 水 面 の 上 昇

に よ り 、 風 水 害 が 激 甚 化 ・ 頻 発 化 し て お り 、 集 水 域 ・

河 川 区 域 ・ 氾 濫 域 を 一 体 的 に 捉 え る 「 流 域 治 水 」 へ の

転 換 が 求 め ら れ る 。 水 災 害 リ ス ク は 、 ハ ザ ー ド と そ の

発 生 確 率 、 暴 露 、 脆 弱 性 の ３ つ の 因 子 に よ っ て 評 価 さ

れ 、 こ れ ら を 観 点 と し た 課 題 を 次 に 示 す 。  

1 . 1  ハ ザ ー ド 防 止 の 観 点 ： 氾 濫 を 防 ぐ  

 水 災 害 そ の も の を 発 生 さ せ な い た め に 、 堤 防 の 強 化 、

河 床 掘 削 、 ダ ム 等 の 整 備 、 雨 水 浸 透 貯 留 施 設 の 整 備 、

田 ん ぼ や た め 池 の 保 全 等 が 必 要 で あ る 。 た だ し 、 近 年

の 災 害 の 不 確 実 性 の 増 大 を 考 慮 す る と 、 イ ン フ ラ 整 備

の み で の 対 策 に は 限 界 が あ る と 考 え ら れ る 。  

1 . 2  暴 露 防 止 の 観 点 ： 被 害 対 象 を 減 少 さ せ る  

 水 災 害 が 発 生 し て も 、 被 害 を 受 け る 範 囲 を 減 ら す た

め に 、 土 地 利 用 の 規 制 ・ 誘 導 や 高 台 等 へ の 移 転 、 二 線

堤 の 整 備 な ど が 必 要 と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 地 域 と の

丁 寧 な 合 意 形 成 が 求 め ら れ 、 効 果 発 現 ま で に 相 応 の 期

間 を 要 す る と 考 え ら れ る 。  

1 . 3  脆 弱 性 防 止 の 観 点 ： 被 害 軽 減 と 早 期 復 旧 に 備 え る  

 水 災 害 が 発 生 し 、 被 害 が 生 じ た 場 合 も 、 被 害 内 容 を

軽 減 し た り 、 早 期 の 復 旧 ・ 復 興 を 進 め る た め に 、 建 築

構 造 の 工 夫 、 地 域 の 避 難 態 勢 の 強 化 、 Ｂ Ｃ Ｐ 等 の 普 及

促 進 が 必 要 で あ る 。 個 別 敷 地 レ ベ ル の 対 策 や ソ フ ト 対

策 が 主 と な り 、 迅 速 な 減 災 効 果 が 期 待 で き る 。  
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2 . 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と そ の 解 決 策  

 1  で 挙 げ た 課 題 の う ち 、 最 も 重 要 な 課 題 は 、 迅 速 に

効 果 発 現 で き る 「 1 . 3  脆 弱 性 防 止 の 観 点 ： 被 害 軽 減 と

早 期 復 旧 に 備 え る 」 と 考 え る 。 そ の 解 決 策 を 次 に 示 す 。  

2 . 1  建 築 構 造 の 工 夫  

 建 築 物 の 嵩 上 げ や 高 床 化 、 ピ ロ テ ィ 化 、 止 水 板 の 設

置 、 電 気 設 備 の 高 所 設 置 等 に よ り 、 浸 水 被 害 の 軽 減 が

見 込 め る 。 ま た 、 想 定 浸 水 深 以 下 の 部 材 を 交 換 が 容 易

な 設 え と す る こ と で 、 復 旧 の 容 易 化 が 期 待 で き る 。 既

存 の 建 築 物 に つ い て は 、 耐 震 性 能 ・ 省 エ ネ 性 能 ・ バ リ

ア フ リ ー 性 能 の 向 上 と 併 せ て 浸 水 対 策 を 実 施 す る こ と

で 、 費 用 負 担 を 抑 制 で き る と 考 え ら れ る 。  

2 . 2  地 域 の 避 難 態 勢 の 強 化  

 公 的 避 難 所 以 外 の 公 共 施 設 や ゆ と り 空 間 、 民 間 空 地

等 を 活 用 す る こ と で 、 地 域 の 多 様 な 避 難 環 境 を 確 保 し 、

安 全 性 の 向 上 と 感 染 症 の リ ス ク 低 減 が 期 待 で き る 。  

ま た 、 マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン 作 成 を 普 及 促 進 す る こ と で 、

住 民 の 計 画 的 な 早 期 避 難 を 促 し 、 避 難 の 実 効 性 を 高 め

る こ と が 重 要 で あ る 。  

2 . 3  復 旧 ・ 復 興 の 事 前 対 策  

 地 域 企 業 等 へ の Ｂ Ｃ Ｐ の 策 定 と 継 続 的 な 見 直 し を 促

進 す る こ と で 、 地 域 経 済 の 影 響 や 公 的 負 担 の 軽 減 が 期

待 で き る 。 ま た 、 行 政 と 企 業 が 、 防 災 活 動 ス ペ ー ス や

資 機 材 、 備 蓄 物 資 等 の 提 供 に つ い て 地 域 防 災 協 定 を 締

結 す る こ と も 有 効 と 考 え ら れ る 。  
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3 . 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 応 策  

 2  で 挙 げ た す べ て の 解 決 策 を 実 行 し た 場 合 に 、 地 域

住 民 の 危 機 意 識 や 認 識 の 不 足 に よ り 、 多 様 な 避 難 環 境

等 が 十 分 に 活 用 さ れ ず 、 減 災 効 果 を 発 揮 で き な い リ ス

ク が 考 え ら れ る 。  

 こ の 対 応 策 と し て 、 情 報 共 有 手 段 を 複 層 的 に 活 用 し 、

住 民 の 危 機 意 識 や 認 識 を 醸 成 す る こ と が 有 効 と 考 え る 。

そ の 具 体 策 を 次 に 示 す 。  

・ 従 来 の 行 政 広 報 誌 や ホ ー ム ペ ー ジ の 活 用  

・ 地 域 や コ ミ ュ ニ テ ィ を 単 位 と し た 公 聴 会 の 開 催  

・ ま ち な か な ど 人 通 り の 多 い 場 所 で の オ ー プ ン ハ ウ ス  

・ 子 育 て 世 代 等 向 け の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催  

・ フ ェ イ ス ブ ッ ク や イ ン ス タ グ ラ ム 等 の Ｓ Ｎ Ｓ の 活 用  

4 . 業 務 遂 行 に 当 た り 必 要 と な る 要 件 ・ 留 意 点  

4 . 1  技 術 者 と し て の 倫 理 の 観 点  

 風 水 害 対 策 事 業 に は 、 予 算 や 工 期 等 の 制 約 が 生 じ る 。

し か し 、 技 術 者 倫 理 の 観 点 か ら 、 公 共 の 安 全 を 最 優 先

に 考 え 、 こ れ よ り も 予 算 や 工 期 等 を 優 先 す る こ と を せ

ず 、 適 正 に 判 断 ・ 分 析 し 、 業 務 を 誠 実 に 履 行 す る 。  

4 . 2  社 会 の 持 続 性 の 観 点  

 社 会 の 持 続 性 の 観 点 か ら は 、 環 境 の 保 全 を 重 視 し 、

企 画 ・ 設 計 ・ 施 工 ・ 維 持 管 理 に 至 る ま で 、 ト ー タ ル の

温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 削 減 や 、 地 域 の 生 物 多 様 性 や 水

環 境 の 保 全 、 地 域 景 観 と の 調 和 な ど に 留 意 し て 業 務 を

遂 行 す る 。  


